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本博士学位論文は、急性運動負荷および運動トレーニング時における抗酸化サプリメント摂
取が生体内の酸化ストレスならびに抗酸化能力に及ぼす影響について検討することを目的に行
われた研究結果を、まとめたものである。 
 
 運動は健康に様々な利点をもたらす一方、運動実施により酸化ストレスを生じることもよく
知られている。逆に 150 分間／週以上の運動トレーニングにより、抗酸化能力を獲得できるこ
とも判明してきている。またある種のサプリメントの長期摂取により、抗酸化能力を獲得でき
ることも知られてきている。しかしながらこれらの運動トレーニングあるいはサプリメントの
抗酸化能力に関する報告は若年者を対象とした検討が多く、そして前述のように推奨されてい
る運動量（運動時間）は、一般高齢者では継続しがたい長時間である。そのような背景を基に、
今回の研究では対象者を主に高齢者とし、推奨されているものよりも少ない運動時間（約 100
分間／週）で、抗酸化能力の獲得が可能か否かを検討したものである。高齢化時代を迎え、い
かにして健康長寿を全うするかが議論の的になっており、本研究の価値は非常に高いと考えら
れる。 
 
 本学位論文の第2章を構成している「Effects of different intensities of endurance exercise on 
oxidative stress and antioxidant capacity」は、The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine
誌に原著論文として掲載されている。 
Masaki Takahashi, Katsuhiko Suzuki, Hideki Matoba, Shizuo Sakamoto, Shigeru Obara: 2012 
Effects of different intensities of endurance exercise on oxidative stress and antioxidant capacity. 
The Journal of Physical Fitness and Sports Medicine. 1(1):183-189. 
異なる強度の持久性運動負荷時における酸化ストレス指標の変動に対して酵素的および非酵
素的抗酸化能力がどのように変動するかを明らかにすることを目的として研究を実施した。そ
の結果、中等度以下の運動条件では酸化ストレス指標の有意な変動は認められないが、高強度
運動条件では運動後の活性酸素代謝産物（d-ROMs）濃度が上昇した。一方、血中の非酵素的抗
酸化能力およびグルタチオンペルオキシダーゼ（GPX）活性も有意に上昇し、活性酸素に対する
防御機構が誘導されるものと考えられた。 
  
 本学位論文の第3章を構成している「Effects of curcumin supplement on exercise-induced 
oxidative stress: results from a randomized, double-blind, placebo-controlled trial」は、Medicine 
& Science in Sports & Exercise に投稿し、現在査読中のものである。 
Masaki Takahashi, Katsuhiko Suzuki, Hyeon-Ki Kim, Yoshihiko Otsuka, Atsushi Imaizumi, 
Masashi Miyashita, Shizuo Sakamoto : Effects of Curcumine Supplementation on 
Exercise-induced Oxidative Stress in Humans ( under review ). 
 運動時の酸化ストレス指標の変動に及ぼす高吸収性クルクミン摂取の影響を検討した。なお、
研究デザインは、二重盲検比較試験とした。その結果、高吸収クルクミン摂取は、運動直後の
血清d-ROMs 濃度の上昇を有意に抑制した。また、高吸収クルクミン摂取は、運動時における血
清biological antioxidant potential (BAP) 、血漿チオレドキシン濃度および還元型グルタ
チオン濃度などの抗酸化能力を高めることが示された。 
 
本学位論文の第4章を構成している「Effects of low-volume exercise training on oxidative 
stress in older adults」は、European Journal of Applied Physiology 誌に原著論文として掲載され
ることが受諾され、現在印刷中である。 
Masaki Takahashi, Masashi Miyashita, Noriaki Kawanishi, Jong-Hwan Park, Harumi 
Hayashida, Hyun-Shik Kim, Yoshio Nakamura, Shizuo Sakamoto, Katsuhiko Suzuki: 2012 Low 
volume exercise training attenuates oxidative stress and neutrophils activation in older adults. 
European Journal of Applied Physiology ( in press ). 
また本学位論文の第 5 章を構成している「Effects of low-volume exercise training and 
vitamin E supplementation on oxidative stress in older adults」は、Journal of Atherosclerosis 
and Thrombosis に投稿し、現在1回目修正中のものである。 
Masaki Takahashi, Masashi Miyashita, Jong-Hwan Park, Noriaki Kawanishi, Seong-ryu Bae, 
Yoshio Nakamura, Shizuo Sakamoto, Katsuhiko Suzuki: Low-volume exercise training and 
vitamin E supplementation attenuates oxidative stress in older adults ( in revision ). 
第 4 章では高齢者に対し、運動ガイドラインで推奨している運動量以下（100 分/週）での
運動介入を実施し酸化ストレス指標との関係を縦断的に明らかにすることを目的とし、第 5
章では第 4 章で用いた運動プログラムの有効性を再検証するとともに、抗酸化サプリメント
の一つであるビタミンE摂取との併用効果についても検討した。 
その結果、高齢者における運動ガイドラインで推奨している運動量以下での運動プログラ
ム（90-100 分/週）は、安静時における血清 BAP 、血漿チオレドキシン濃度および GPX 活性
などの抗酸化能力を高めることで酸化ストレス指標の血清d-ROMs濃度を低下させることを確
認した。しかしながら運動プログラムならびにビタミンE摂取単独では血清d-ROMs やヘキサ
ノイルリジン濃度の低下が認められたものの、これらの相乗効果は認められなかった。 
 
 本学位申請論文で明らかにされた、100 分間／週程度の運動トレーニング量であっても抗酸
化能力を獲得できること、ビタミン E（抗酸化サプリメント）摂取によっても抗酸化能力を獲
得できることを明らかにしたことは、今後の高齢者の健康長寿に繋げていく上で、非常に重要
なエビデンスを提供するものと、高く評価できる。 
 
ここまで学位論文の内容を主に述べてきたが、申請者の研究デザインの作成能力、研究に必
要な手技レベルの高さ、データの統計学的処理能力、適切な論文検索の能力、得られたデータ
からの考察能力、すべてに優れていると言わざるを得ない。つまり今後すぐれた研究を成し遂
げる能力を会得していると考えられる。 
 
 以上の理由により、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
 
以 上 
